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	(ウ) 「雇用環境」の指標では、10月調査の時点で、30秒未満が48.0、30秒以上が44.3となり、30秒未満が3.7ポイント高い。11月にはほぼ同じスコアとなり、12月以降は2月まで30秒以上が1～2ポイント高い。一方、オンライン調査群の30秒以上と郵送調査群では、10月～2月調査まで継続して1ポイント以下の差で交差しながら推移している。
	(エ) 「耐久財の買い時判断」の指標では、10月調査の時点で、30秒未満が45.5、30秒以上が40.0となり、30秒未満が5.5ポイント高い。それ以降も継続して2月まで30秒未満が3～5ポイント程度高く、有意差がでているが、その差は縮まっている。一方、オンライン調査群の30秒以上と郵送調査群では、11月で郵送調査群が1.7ポイント高くなっているが、その他では1ポイント以下の差で推移している。
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